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はじめに

■ 中心市街地について

P2

 塩尻市の中心市街地



 中心市街地とは

• 都市計画マスタープランや立地適正化計画により、中心市街地へ都市機能を集積、誘導（コンパクト
化）し、持続可能なまちづくりを目指している

• また、中心市街地活性化基本計画や市街地総合再生基本計画により、中心市街地の活性化に向けた
様々なハード、ソフトの施策が組まれている

• 中心市街地とは、商店街等の商業機能に加え、居住機能、公共機能等の様々な都市機能が集積し、
その都市を特徴付けているもの ＝「まちの顔」とも言うべき地域

• 車社会の急速な進展に伴い、居住や消費の郊外化が進んだ結果、多くの地方都市において、
中心市街地の空洞化が深刻化している

• また、人口減少や少子高齢化の急速な進行により、地方公共団体の財政運営は厳しい状況
• 近年は、新たな開発が抑制され、既存ストックの有効活用や維持管理・運営（マネジメント）の必要性が
高まっている

はじめに

■ 中心市街地について

P3

 中心市街地の現状

 まちづくりの上位計画

 中心市街地の魅力を高めることで、コンパクトシティの実現、まちの顔の維持に繋がります
 中心市街地の活性化は、行政だけでは担えきれなくなっている、あるいは行政だけで進め
るべきではないという社会の機運の高まりもあり、これまで以上に官民が連携した施策が
必要となってきている

 塩尻市の中心市街地（大門商店街周辺）では、個人、事業者等において、魅力を高める活動
が行われ始めており、まちづくりの機運が高まってきています。
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中心市街地活性化
プロジェクトチーム



中心市街地活性化プロジェクトチーム

■ プロジェクトチームについて
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 令和5年度に「中心市街地活性化プロジェクトチーム」を組成
 中心市街地（大門商店街周辺）の活性化に向けて、街の現状と課題の整理や、中
心市街地の役割、将来像について議論

プロジェクトチーム員



 中心市街地の〝強み〟と〝弱み〟をハード・ソフト面に分けて整理

中心市街地活性化プロジェクトチーム

■ プロジェクトチームでの議論の共有
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 中心市街地の10年後の目指す姿を「自立、挑戦、催事、連携、拠点」に整理

中心市街地活性化プロジェクトチーム

■ プロジェクトチームでの議論の共有
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 中心市街地の10年後の目指す姿を「自立、挑戦、催事、連携、拠点」に整理

中心市街地活性化プロジェクトチーム

■ プロジェクトチームでの議論の共有
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 中心市街地の10年後の目指す姿の実現に向けたテーマ、ミッションの設定

中心市街地活性化プロジェクトチーム

■ プロジェクトチームでの議論の共有

P9



 ミッション、ビジョンの実現に必要な5つの柱

中心市街地活性化プロジェクトチーム

■ プロジェクトチームでの議論の共有

P10

 これらのプロジェクトチームでの将来像、ミッション、ビジョンを、大門地区の住民、

商店、事業者等と共有し、官民連携によるまちづくりを推進するため、塩尻市が策

定する「塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画（策定中）」に反映
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塩尻市大門地区
市街地総合再生基本計画



 塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画とは
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塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画（案） P12

■ 塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画の内容



塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画（案） P13

 対象区域（青色破線）

■ 塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画の内容



 大門地区の将来像

塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画（案） P14

■ 塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画の内容



 将来像の実現に向けた、まちづくりの取組コンセプト
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• 本市の中心市街地を抱える地区として、人々を呼び込み、都市全体の成長と賑わ
いをリードする地区

• 大門地区の特性である、交通の結節点、都市機能の集積、良好な住環境などの
ハード面が育んだ、「新たな人・新たな活動を柔軟に受け入れる気風」「人が集い、
人がつながり、人をつなげ、みなで挑む風土」などのソフト面の強みをさらに磨き
上げる

• 本市の玄関口として、他地区へと人をつなげ、理想の未来へとつなげる

基本方針 １

取組方針 １

基本方針 ２

取組方針 ２

基本方針 ３

取組方針 ３

塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画（案） P15

■ 塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画の内容



 まちづくりの取組コンセプトの実現にあたって

市民等によるハード・ソフトの取組を促進するとともに、それらを支援し、
連携や相乗効果を図り、まち全体として発現する価値の最大化等を目標とした

「エリアマネジメント」を総合的に進めていくことなど、「つくること」から「育てること」
へとシフトしたまちづくりに取り組みます

• 快適で魅力的な環境の創出や美しい街並みの形成、安全安心な地域づくり、
良好なコュニティの形成、地域の伝統・文化の継承等も含みます。

ポイント１ ：「つくること（開発）」だけではなく「育てていくこと」
ポイント2：住民・事業主・地権者等が主体的に進めること
ポイント３：多くの住民・事業主・地権者等が関わり合いながら進めること
ポイント４：一定のエリアを対象としていること
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 エリアマネジメントとは

塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画（案） P16

■ 塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画の内容



 エリアマネジメントを展開していくにあたって（エリアマネジメント推進体制）

• 取組の拡充とともに、新たな視点や発想、各主体間の連携が重要となり、そのための活
発な議論等の場の形成が求められます。

• 各主体間の連携を図る進め方としては、様々な関係者が集まり情報共有や意見交換を行

いながら企画を創出する「エリアプラットフォーム」を構築する例が多く見られます。
• どのような体制でエリアマネジメントを推進していくかについては、今後、関係者の意見・
意向を確認しながら、関係者が活動しやすい体制の構築を図ります。

塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画（案） P17

■ 塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画の内容
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塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画（案） P18

■ 塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画に基づく支援



塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画（案） P19

■ その他の支援



20

大門地区でのエリアマネジメント



エリアマネジメント P21

 これまで大門地区で取り組まれているエリアマネジメント活動を紹介

■ 大門地区でのエリアマネジメント活動



エリアマネジメント P22

 これまで大門地区で取り組まれているエリアマネジメント活動を紹介

■ 大門地区でのエリアマネジメント活動



エリアマネジメント P23

 これまで大門地区で取り組まれているエリアマネジメント活動を紹介

■ 大門地区でのエリアマネジメント活動

ワインテラス
コミュニティイベント

（en.to）大門マップ



これまでの取組みを継続しつつ、「大門まちづくり共創会議」を通じて、

それぞれの活動主体の連携を一層強化し、より多くの市民や企業など

新たなプレイヤーが参画することで、新たなエリアマネジメント活動など

〝共にありたい姿（将来像）の実現に向けた〟行動に繋がることを期待

しています。


